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超音波発振プローブ（タイプRA1） 

UPP-2019 
                               仕様書 
   

        超音波の発振を行う専用プローブ 
 

内容 

  超音波発振専用プローブ １本 

  説明書  １式（ＵＳＢメモリー） 

 

  
 

 
 

                   超音波システム研究所      Ver 2.00 
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参考（使用例） 

 
 

 発振部：ＵＳＢオシロスコープ 

  ＵＳＢオシロスコープ Ｐｉｃｏｓｃｏｐｅ２２０４Ａ 

  分解能 ８ｂｉｔ  チャンネル数   ２ｃｈ 

  発振 最大出力２Ｖ 最大周波数 １００ｋＨｚ （任意波形 スイープ発振） 

帯域幅 １０ＭＨｚ 

  寸法 ９２ｘ１４２ｘ１９ｍｍ（ＢＮＣコネクタは除く）   重量 ２００ｇ以下 

 

詳細な仕様 

http://akizukidenshi.com/download/ds/picotechnology/PicoScope2200A_DS.pdf 

 http://akizukidenshi.com/download/ds/picotechnology/PicoScope2200A_UG.pdf 

  ＰＣ接続コネクタ ＵＳＢ  プローブ接続コネクタ ＢＮＣ 

  電源 ＡＣ１００Ｖ  周波数 ５０／６０Ｈｚ 

  メーカー Pico Technology Limited 
  メーカーホームページ http://www.picotech.com/ 

  ソフトウェアダウンロード http://www.picotech.com/download.html （無料） 

 

購入（株式会社秋月電子通商） 

http://akizukidenshi.com/catalog/c/cpcscope/ 

http://akizukidenshi.com/download/ds/picotechnology/PicoScope2200A_DS.pdf
http://akizukidenshi.com/download/ds/picotechnology/PicoScope2200A_UG.pdf
http://www.picotech.com/
http://www.picotech.com/download.html
http://akizukidenshi.com/catalog/c/cpcscope/
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購入（株式会社秋月電子通商） 

http://akizukidenshi.com/catalog/c/cpcscope/ 

http://akizukidenshi.com/catalog/c/cpcscope/
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  オリジナル超音波発振専用プローブ（標準タイプ） 

  超音波発振プローブ UPP-2019 
 

数量 １本 
 

  品番 ３００Ａ２８：タイプＲ１ 

  コード長さ ５００ｍｍ以下 

  先端部（圧電素子） 直径２８ｍｍ 

  重量 ４５ｇ   接続プラグ ＢＮＣ 

  最大出力 ２０Ｖ（推奨 １０－１５Ｖ） 

最大発振周波数 １５ＭＨｚ（推奨 ６ＭＨｚ） 

注：最大出力、最大発振周波数以下の範囲で使用してください 
  

 
 

注意 

 プローブの先端部（超音波発生部分）を水槽内の液に入れる場合 

 プローブは、対象物あるいは治工具・・に、 

洗濯バサミの圧力程度で固定すると応力分布と伝搬効率が最適化します 

 あるいは、下記写真のように自然放置（つるす、置く）してください 

（大きな負荷がかかると低周波の共振現象発生の原因になります ） 

注意 

 プローブの先端部は振動の発生部です、取り扱いに注意してください 
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プローブの表裏（発振面）の注意 

 

 

 

発振面を正しく確認してください 
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実施例 
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オリジナル発振制御方法 

 ２種類の超音波発振を行います 

 一つは、スイープ発振制御を行います 

 もう一つは、パルス発振制御を行います 

 詳細な設定は、目的・対象物・治工具・・ 

 システムとしての振動系から論理モデルに基づいて設定します 

 （動作確認により微調整を行い、使用経過の中で 

  より良い状態に発展させていきます 

  詳細な制御設定は、使用者によるノウハウとなります） 
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アフターサービスについて 

 

■保証期間 

 お求めの日から6ヶ月間とします。 

 特殊な使い方をされる場合は 保償期間内でも有償修理となることがあります。 

■保証期間中、修理を依頼されるとき 

保証期間内でも次のような場合は、保証が適用されませんのでご了承ください。 

 ●注意事項を怠ったためによる損傷または故障 

  ●移動または保管管理面不備のために生じた損傷または故障 

  ●お客様による不当な修理や改造がされた場合の損傷または故障 

  ●火災・地震・浸水・その他天災などによる損傷または故障 

■保証期間経過後、修理を依頼されるとき 

 修理により製品の機能が維持できると判断された場合は、 

ご希望により有償で修理いたします。 

■修理用性能部品の最低保有期間 

 修理用性能部品（機能維持のために必要な部品）は、最低３年間保有しています。 

■この保証について 

 この保証は日本国内のみ有効です。 

 This Warranty is valid only in Japan. 

■その他不明な点は 

 保証期間中の修理などアフターサービスについて、 

不明な点は超音波システム研究所へお問い合わせ下さい。 

 

 ご連絡いただきたい内容 

 ・ご住所、ご氏名（会社名、職場）、電話番号（内線番号） 

 ・製品名、型式（ＴＹＰＥ）、製品番号（Ｎｏ．）、ご購入日 

 ・故障または異常の内容（症状） 

 

便利メモ・おぼえのため記入されると便利です。                                     

 ご購入店名 超音波システム研究所  UPP-2019型    

    品番  ３００Ａ２８：タイプＲ１  

 ご購入 

年月日 

2020年Ｘ月xx日 製品名 

超音波発振プローブ 
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参考 

 

番号 日付           変更内容 Ｖｅｒ．      作成 

１ 2018.12.03 新規発行      0.10 斉木 

２ 2018.12.09 発振面の説明追加 1.00 斉木 

３ 2020.01.09 実施例追加 2.00 斉木 

４     

５     

６     

７     

８     

９     

１０     

１１     

１２     

１３     

１４     

１５     

１６     

１７     

１８     

     

     

     

 


